
1.事業の概要と実施報告
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主童旦盤豆

この事業は、平成 26年度文部科学省委託事業 rr職業実践専門課程」に係る
取組の推進」のーっとして、ファッション分野の職業実践専門課程の周知と第

三者評価制度の構築を主な目的としている。

産業界のニーズに即した柔軟な職業教育はアカデミックプログラムを学ぶ大

学と異なり、専門学校の最大の強みである。職業実践的教育の強固な体系構築

は、将来有望な専門人材を育てるためにも必須であり、そのためにも職業実践

専門課程における取組を推進、発展をさせていくことが求められている。本事

業では、同課程のファッション分野における先進的な教育課程を編成する体制

構築を実施するとともに、質の保証・担保に係る評価基準の構築を目指し、そ

の成果を広く周知して、実践的職業教育のさらなる発展を狙う。

具体的には、主幹校である文化服装学院を中心に、ファッション系の専門学

校、アパレル企業、アパレル関連団体等により、コンソーシアムを形成し、産

学連携カリキュラムの充実化を図り、優秀な学生の輩出を目指す。これを通じ

て職業実践専門課程の認定を得ていない専門学校との違いを広く社会に発信し

ていきたい。

活動指針としては、①質の保証、担保となる評価基準 ②先進的な教員研修

モデルの開発・実証 ③ファッション分野における職業実践的な教育課程構築

のための体制 ④産業界・関連団体に向けた職業実践専門課程への認知(広

報)・理解の促進 ⑤職業実践専門課程認定学科を持つファッション系専門学校

に対する実態調査報告書の 5っとしたが、本年度は①の第三者評価案の作成に

最優先で取り組み、関連のある④と⑤について並行して行った。③および④に

ついては次年度以降に取り組んでいきたい。

質の保証、担保となる評価基準(第三者評価案)

国家資格が存在しないファッション分野においては、第三者評価基準が確立

されておらず、一定の水準を維持する指標が存在しない。職業実践専門課程に

おいて、実際に企業は何をもって学校を評価するのか、委員からの意見・提言

をもとに基準を確立し、質の担保に繋げる試みを行った。

具体的には、専門学校における横断的な学校評価に加え、ファッション分野

に特化した評価基準を設けた。市場の変化が激しいファッション分野において、

学校はその変化に対応した教育ができているか、国際化が進む中で、企業の要

望を取り入れた指針が取り入れられているかなどの、時代に即した基準を盛り

込んだ。

また、学校が学生に対してどのように実践教育を行い、それをどのように評
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価しているかなども、評価基準として盛り込んだ。さらにファッション分野に

おいては、感性教育も意識する必要があるが、技術教育が確保されていなくて

は、質の保証は確保されることはないため、こういった要素も第三者評価の中

に項目として設定した。

作成にあたっては、特定非営利活動法人私立専門学校等評価機構の自己点検

評価案を基に、特にファッション専門領域の評価については、合同委員会、分

科会での意見を中心に、後述するファッション系専門学校に対する実態調査(ア

ンケート)の結果も反映させ作成した。

評価案の内容については別項にて詳述する。

産業界・関連団体に向けた職業実践専門課程への認知(広報)・理解の促進

職業実践専門課程は、まだ産業界には浸透していないのが現状である。この

取組を進める上で、産業界の理解、協力が不可欠である。そのため、ファッシ

ョン系に特化した職業実践専門課程をPRする広報物を作成した。

連携授業、教員研修等について視覚的に訴求できることを意識して制作、フ

ァッション系企業700社および服飾系学科設置高校約 200校に送付し、認定校

の学生募集等のPRにも活用されている。

発行物の内容および成果については別項にて詳述する。

職業実践専門課程認定学科を持つファッション系専門学校に対する実態調査報

宜童

平成26年度職業実践専門課程に認定されたファッション系専門学校、関連校、

本年度申請が予想される学校 100校に対し、適正な運用状況や、実施上の問題

点などを抽出する実態調査を実施した。 48校から回答を得て、統計処理と分析

は外部業者に委託した。ファッション系専門学校独自の評価基準づくりと先進

的な教員研修モデ、ル開発のための資料とした。

調査項目、統計結果、分析結果等については別項にて詳述する。
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2.質の保証、担保となる
評価基準(第三者評価案)の

作成と試行について
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評価案の構築について

第三者評価案は、主として学校関係委員で構成される分科会にて素案を作成

し、企業、業界団体委員が加わる合同委員会で検討、修正を行うという方法に

より構築した。評価項目のベースには、特定非営利活動法人私立専門学校評価

研究機構の自己点検評価案を活用した。これは、多くの専門学校が同機構の評

価案を採用しており、自己点検評価、学校関係者評価、第三者評価というプロ

セスにおいて共通の項目を設けることにより、評価を受ける学校の負担が軽減

されると考えるからである。

初期の分科会においては、学校の規模等に配慮した簡素な評価案を作成する

方向で意見がまとまり、下記の方針により初期案が作成された。

-認可校の地域、規模に配慮した評価項目とする

.数値的な評価項目は設定しない

・ファッション実務分野における評価項目を中心とする

.評価の難しい感'性教育についての評価を試みる

-評価結果を点数化し、学校改善につながるようにする

-アパレル企業と評価団体等の委員による評価を想定した案とする

.職業実践専門課程申請書類と聞き取り等を想定した案とする

-ものづくり、流通それぞれ別の評価案とする

その後、連絡調整会議等において、他分野の評価案の進捗や文部科学省から

の講評、更には、新しい高等教育機関発足を意識した評価案にするべきといっ

た意見から、各分野共通の評価項目やエピデンス(根拠資料)について充実さ

せた評価案とする方向で修正が行われた。

このような結果、次のような方針によりファッション分野における第三者評

価案(今年度最終案)が構築された。

-教育目標、育成人材像を明確にする

・共通評価項目はなるべくシンプルにする

・ファッション実務分野においては根拠書類(エピデンス)を重視する

.学校の特色を積極的に評価する項目を設ける

-就職や検定を重視して項目を設定する

・グ、ローバル教育の視点を持つ
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第三者評価案の概要は以下の通りである。

「大項目 1 教育理念」において、教育理念とそれに基づく育成人材像が明

確であるかという項目を設定した。

「大項目 3 教育活動」において大項目における育成人材像について、業界

の要望との整合性など、理念に繋がる育成人材像についての項目を設定した。

(中項目 1)また職業実践専門課程の要である、教育課程編成委員会と連携授業

について項目を設けている。(中項目 3.4)全職種に共通した知識に関する項目

(中項目的に加え、技術職・デザイン職・縫製職・販売職・スタイリスト職と

いう個別の人材養成のため21項目を列挙し、設け、学校の特性に応じ評価項

目を選択するものとした。目標・設置学科・立地などへ対応できる評価案とし

たものである。(中項目 7)

また特色ある教育について評価をすべきという意見を反映した項目を設定した。

(中項目的

「大項目 4 学習成果」については実態調査アンケートの意見等を反映させ、

学習成果の尺度といえる検定と、連携授業の目的である就職について項目を充

実させている。また評価の難しい感性についての評価を、行っているかという

項目を設定した。

「大項目 2 および 5~8J については、教育理念に基づくファッション教育

を実施するための環境、体制が整っているかについて、必要となる項目のみ設

定し、できる限りシンプルなものとした。これは、認定要件や学校関係者評価

により、既に厳しい審査を経ているという考えに基づいている。

評価の実施については後述するが、各項目「満たしているJr一部満たしてい
るJr満たしていなし、」の三段階について、それぞれ3・2・1点を加算する。
各項目は書類とエピデンスによる評価を想定して、小項目別に「評価の視点」

を定めた。

なお今年度案では作成できなかったが「評価の視点」の冊子化、資格、検定

一覧(ファッション)を整備し、評価を試行していくことを想定している。
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者
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評
価
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教
育
理
念

1
-
1
.
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育
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項
目
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価
の
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成
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る
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学
校
設
置
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っ
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ス
ロ
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(
教
育
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念
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を
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目
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。
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て
い
る
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。
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情
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情
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-
1
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人
材
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成
像 小
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点

1
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に
つ
け
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力
を
具
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に
定
め
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。
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設
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に
沿
っ
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教
育
ス
ロ
ー
ガ
ン
(
教
育

理
念
)
を
明
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し
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る
か
。

2
 
身
に
つ
け
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フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
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見
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合
っ
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情
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る
か
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報
を
得
ら
れ
る
組
織
を
整
備
し
て
い
る
か
。

3
 養
成
し
よ
う
と
す
る
職
種
が
具
体
的
に
定
め
て
い
る
か
。

専
門
学
校
設
置
基
準
に
沿
っ
た
、
育
成
す
る
人
材
像
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化
し
て
い
る
か
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。

4
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よ
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と
す
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ッ
シ
ョ
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の
整
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企
業
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映
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い
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か
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い
る
か
。

5
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い
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過
不
足
な
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
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編
成
さ
れ
て
い
シ
ラ
パ
ス
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お
け
る
科
目
編
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授
業
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適
正
で
あ
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。
ま
た
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を
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っ
て
い
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か
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か
。
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独
自
の
特
色
を
出
す
工
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て
い
る
か
。
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-
2
.
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画

1
 
フ
ァ
ッ
シ
ョ
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定
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目
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の
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差
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る
か
。

2
 
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
の
認
定
枝
と
し
て
目
的
・
目
標
を
、
社
会
広
報
媒
体
(パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
HP
)
な
ど
に
記
載
し
、
幅
広

に
広
く
公
表
し
て
い
る
か
。

く
周
知
し
て
い
る
か
。

3
 
フ
ァ
ッ
シ
ヨ
ン
分
野
の
認
定
枝
と
し
て
目
的
・
目
標
に
沿
っ
た
連
携
授
業
お
よ
び
一
般
科
目
に
お
い
て
、
認
定
要
件
の
要
で

産
学
連
携
(
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
)
を
行
っ
て
い
る
か
。

あ
る
企
業
連
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か
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-
3
.
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程
編
成
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会

1
 教
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程
編
成
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員
会
等
の
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構
成
が
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で
あ
る
か
。
委
員
所
属
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の
整
合
性
を
考
え
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に
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。
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則
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入
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校
運
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概
要
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概
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教
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編
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事
録
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リ
キ
ュ
ラ
ム
、
教
育
課
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編
成
委
員
会
議
事
録

運
営
計
画
へ
の
明
記
、
会
議
報
告
書

入
学
案
内
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ー
ム
ペ
ー
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等
へ
の
明
記
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キ
ュ
フ
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、
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タ
ー
ン
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報
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書

教
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課
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編
成
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会
規
則
、
教
育
課
程
編
成
委

員
会
議
事
録
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フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
を
熟
知
し
た
委
員
が
有
効
な
提
百
を
行
っ
委
員
の
所
属
企
業
に
お
け
る
専
門
性
、
ま
た
委
員
が
学
科
の

て
い
る
か
。

特
性
を
考
慮
し
た
提
言
を
行
っ
て
い
る
か
。

3
 教
育
課
程
編
成
委
員
会
が
適
宜
開
催
さ
れ
、
そ
の
結
呆
が
教
育
形
式
的
な
会
議
と
な
っ
て
い
な
い
か
。
委
員
会
の
提
言
を
授

課
程
の
内
容
に
反
映
し
て
い
る
か
。

業
に
お
い
て
ど
の
程
度
反
映
し
た
か
。

3
-
4
.
連
携
授
業
と
連
携
教
育

1
 
学
科
の
目
的
に
沿
っ
た
企
業
お
よ
び
講
師
と
連
携
し
て
い
る
連
携
企
業
の
業
務
内
容
や
講
師
の
職
種
な
ど
が
適
切
で
あ
る

tr下。
7J下。

2
 
科
目
創
設
か
ら
単
位
認
定
ま
で
企
業
等
の
意
見
が
十
分
に
反
映
連
携
授
業
の
構
想
な
ど
大
枠
に
お
い
て
企
業
側
の
意
見
を
反

し
て
い
る
か
。

映
し
て
い
る
か
。

3
 連
携
授
業
が
実
習
を
伴
い
、
企
業
側
が
成
績
評
価
に
参
画
し
て
成
績
評
価
へ
の
企
業
の
関
わ
り
の
度
合
い
と
評
価
が
適
切

い
る
か
。

台、
D

4
 
連
携
授
業
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
実
習
期
間
や
時
聞
が
十
実
習
期
間
、
人
数
な
ど
、
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
か
。
そ
れ
が

分
に
確
保
し
て
い
る
か
。

適
切
で
あ
る
か
。

5
 連
携
授
業
と
そ
の
他
の
カ
リ
キ
ュ
フ
ム
が
体
系
的
に
編
成
し
て
連
携
授
業
と
そ
の
他
の
科
目
が
科
の
目
的
に
即
し
た
つ
な
が

い
る
か
ロ

り
を
持
っ
て
い
る
か
ロ

6
 
企
業
か
ら
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
カ
リ
キ
ュ
フ
ム
に
し
て
い
る
主
と
し
て
授
業
運
営
、
使
用
教
材
に
つ
い
て
企
業
側
の
意
見

か。
を
反
映
し
て
い
る
か
ロ

7
 学
生
の
ー
ズ
を
反
映
さ
せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
し
て
い
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
目
的
に
沿
っ
た
学
生
の
意
見
を
反
映

るカ
ミ。

さ
せ
て
い
る
か
。

8
 
連
携
授
業
の
理
念
、
目
的
を
学
生
に
周
知
、
教
育
し
て
い
る
企
業
講
師
を
招
く
目
的
を
明
確
に
し
て
、
学
生
へ
授
業
の
意

台、。
義
を
伝
え
て
い
る
か
。
ま
た
取
組
み
を
促
し
て
い
る
か
。

教
育
課
程
編
成
委
員
会
議
事
録

教
育
課
程
編
成
委
員
会
議
事
録
、
カ
リ
キ
ュ
フ
ム

連
携
協
定
書

連
携
協
定
書
、
教
育
課
程
編
成
委
員
会
議
事
録
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

連
携
協
定
書
、
連
携
授
業
計
画
書
、
連
携
授
業
評

価
書

連
携
協
定
書
、
連
携
授
業
計
画
書

連
携
協
定
書
、
連
携
授
業
計
画
書
、
カ
リ
キ
ュ
フ

ム 教
育
課
程
編
成
委
員
会
議
事
録
、
企
業
ア
ン
ケ
ー

ト
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

学
生
満
足
度
ア
ン
ケ
ト
、
学
生
授
業
評
価
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム

学
生
満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
、
学
生
授
業
評
価
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産
学
連
携
に
よ
る
リ
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な
実
践
教
育
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
に
お
け
る
職
業
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践
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門
課
程
第
三
者
評
価
点
検
評
価
項
目

9
 
連
携
授
業
受
講
の
た
め
の
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
教
育
を
挨
拶
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
等
企
業
に
お
い
て
最
低
限
必
要
の

行
っ
て
い
る
か
。

マ
ナ
ー
教
育
を
実
施
の
上
、
連
携
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る

カミ。

10
 
連
携
授
業
に
必
要
な
設
備
を
自
校
で
整
備
、
あ
る
い
は
連
携
企
主
と
し
て
実
習
に
必
要
な
設
備
を
企
業
と
学
校
が
協
議
の

業
の
設
備
を
利
用
す
る
こ
と
で
教
育
効
果
を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
上
、
整
備
し
て
い
る
か
。

に
し
て
い
る
か
ロ

11
 
10
に
つ
い
て
そ
の
人
数
編
成
が
適
切
で
あ
る
か
。

実
習
効
果
を
あ
げ
る
た
め
、
人
数
に
応
じ
た
台
数
が
整
っ
て

し
、
る
泊
、

3
-
5
.
目
標
の
設
定

1
 理
念
等
に
沿
っ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
教
育
編
成
方
針
を
定
め
て
い
具
体
的
な
人
材
育
成
像
(
職
種
)
等
に
つ
い
て
明
文
化
し
て

る
か
。

し、
るカ
当。

2
 
学
科
、
学
年
に
応
じ
た
教
育
到
達
レ
ベ
ル
を
明
確
に
し
て
い
る
学
科
、
学
年
ご
と
の
教
育
到
達
レ
ベ
ル
を
明
確
化
し
て
い
る

台、。
台、
D
(
指
導
案
な
ど
)

3
-
6
.
教
育
内
容
・
評
価
等
(
共
通
項
目
)

1
 
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
感
覚
を
酒
養
す
る
教
育
を
行
っ
て
い
る
か
。
服
飾
史
、
文
化
、
芸
術
、
ア
ー
ト
、
市
場
調
査
な
ど
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
感
覚
向
上
の
教
育
が
適
切
で
あ
る
か
。

2
 
デ
ザ
イ
ン
素
材
の
理
解
を
向
上
さ
せ
る
教
育
を
行
っ
て
い
る
色
彩
、
素
材
、
商
品
知
識
な
ど
服
を
理
解
す
る
た
め
の
基
礎

tr下。
教
育
が
適
切
で
あ
る
か
。

3
 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
と
協
働
力
を
向
上
さ
せ
る
教
育
を
I
T
ス
キ
ル
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
の
社
会
人
と
し
て
必
要

行
っ
て
い
る
か
ロ

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
そ
の
活
用
技
術
に
つ
い

て
の
教
育
が
適
切
で
あ
る
か
。

4
 
プ
レ
ゼ
ン
ァ
シ
ョ
ン
カ
を
向
上
さ
せ
る
教
育
を
行
っ
て
い
る
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
、
発
表
内
容
に
説
得
力
を
持
た
せ
る

台、。
教
育
が
適
切
で
あ
る
か
。

5
 
グ
ロ
ー
パ
ル
な
感
覚
を
向
上
さ
せ
る
教
育
を
行
っ
て
い
る
か
。
語
学
、
文
化
な
ど
グ
ロ
ー
パ
ル
感
覚
を
向
上
さ
せ
る
教
育
が

適
切
で
あ
る
か
。

連
携
授
業
計
画
書
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

連
携
協
定
書
、
連
携
授
業
計
画
書

連
携
授
業
計
画
書

連
携
協
定
書
、
連
携
授
業
計
画
書

連
携
協
定
書
、
連
携
授
業
計
画
書

シ
ラ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

シ
フ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
フ
ム

シ
フ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
フ
ム

シ
ラ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

シ
ラ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
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産
学
連
携
に
よ
る
リ
ア
ル
な
実
践
教
育
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
に
お
け
る
職
業
実
践
専
門
課
程
第
三
者
評
価
点
検
評
価
項
目

6
 
企
業
倫
理
、
法
令
遵
守
に
つ
い
て
の
教
育
を
行
っ
て
い
る
か
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
知
識
、
慣
シ
ラ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

例
、
基
礎
的
な
法
令
に
つ
い
て
の
教
育
が
適
切
で
あ
る
か
。

3
-
7
.
教
育
内
容
・
評
価
等
(
個
別
項
目
)
設
置
学
科
に
応
じ
て
評
価
項
目
を
選
択
す
る

1
 
作
品
、
商
品
イ
メ
ー
ジ
を
具
現
化
す
る
た
め
の
教
育
を
行
っ
て
イ
フ
ス
ト
、
C
G
等
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
表
現
を
行
う
教
育
が
シ
フ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
フ
ム

い
る
か
。
(
企
画
デ
ザ
イ
ン
職
)

適
切
で
あ
る
か
。

2
 
デ
ザ
イ
ン
素
材
に
つ
い
て
応
用
的
な
教
育
を
行
っ
て
い
る
か
。
企
画
デ
ザ
イ
ン
職
と
し
て
必
要
な
テ
キ
ス
タ
イ
ル
や
素
材
加
シ
フ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
フ
ム

(
企
画
デ
ザ
イ
ン
職
)

工
に
関
す
る
技
術
、
知
識
に
関
す
る
教
育
が
適
切
で
あ
る

か。

3
 人
間
工
学
に
関
す
る
教
育
を
行
っ
て
い
る
か
。
(
企
画
デ
ザ
イ
人
体
の
構
造
に
つ
い
て
理
解
し
、
計
調
uを
行
い
、
デ
ザ
イ
ン
シ
フ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
フ
ム

ン
職
)

す
る
教
育
が
適
切
で
あ
る
か
ロ

4
 
縫
製
に
関
す
る
知
識
と
技
術
を
教
え
る
教
育
を
行
っ
て
い
る
素
材
に
合
わ
せ
た
縫
製
方
法
や
機
器
の
特
徴
を
理
解
し
、
縫
シ
ラ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

台、。
(
企
画
デ
ザ
イ
ン
職
)

製
工
程
を
把
握
す
る
教
育
が
適
切
で
あ
る
か
。

5
 パ
タ
ー
ン
作
成
の
応
用
的
な
教
育
を
行
っ
て
い
る
か
。
(
企
画
生
産
効
率
を
意
識
し
た
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
フ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
フ
ム

デ
ザ
イ
ン
職
)

の
パ
タ
ー
ン
メ
ー
キ
ン
グ
教
育
が
適
切
で
あ
る
か
。

6
 
デ
ザ
イ
ン
素
材
に
つ
い
て
応
用
的
な
教
育
を
行
っ
て
い
る
か
。
技
術
職
と
し
て
必
要
な
テ
キ
ス
タ
イ
ル
や
素
材
加
工
に
関
す
シ
フ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
フ
ム

(
技
術
職
)

る
技
術
、
知
識
に
関
す
る
教
育
が
適
切
で
あ
る
か
。

7
 作
品
、
商
品
イ
メ
ー
ジ
を
具
現
化
す
る
た
め
の
教
育
を
行
っ
て
イ
フ
ス
ト
、
C
G
、
試
作
等
に
よ
り
デ
ザ
イ
ン
表
現
を
行
う
シ
フ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
フ
ム

い
る
か
ロ
(
技
術
職
)

教
育
が
適
切
で
あ
る
か
。

8
 
パ
タ
ン
作
成
の
応
用
的
な
教
育
を
行
っ
て
い
る
か
。
(
技
術
C
A
D
、
量
産
パ
タ
ン
等
、
生
産
を
意
識
し
た
、
応
用
的
シ
ラ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

職
)

パ
タ
ー
ン
作
成
教
育
が
適
切
で
あ
る
か
。

9
 
パ
タ
ー
ン
作
成
の
専
門
的
な
教
育
を
行
っ
て
い
る
か
。
(
技
術
デ
ザ
イ
ン
を
基
に
、
生
産
効
率
を
考
慮
し
た
正
確
な
パ
タ
ー
シ
ラ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

職
)

ン
メ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
教
育
が
適
切
で
あ
る
か
。
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教
育
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分
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に
お
け
る
職
業
実
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専
門
課
程
第
三
者
評
価
点
検
評
価
項
目

10
 
人
間
工
学
に
関
す
る
教
育
を
行
っ
て
い
る
か
。
(
技
術
職
)
人
体
の
構
造
に
つ
い
て
理
解
し
、
機
能
性
の
高
い
パ
タ
ー
ン
シ
ラ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

メ
ー
キ
ン
グ
を
行
う
教
育
が
適
切
で
あ
る
か
。

11
 
作
品
、
商
品
イ
メ
ー
ジ
を
具
現
化
す
る
た
め
の
教
育
を
行
っ
て
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
に
必
要
な
縫
製
や
ノ
f
タ
ー
ン
作
成
に
関
シ
フ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
フ
ム

い
る
か
。
(
絡
製
職
)

す
る
教
育
が
適
切
で
あ
る
か
。

12
 
根
気
が
必
要
な
作
業
に
集
中
力
を
持
っ
て
取
り
組
む
教
育
を
縫
製
に
つ
い
て
長
時
間
、
丁
寧
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
素
養
シ
フ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
フ
ム

行
っ
て
い
る
か
ロ
(
縫
製
職
)

を
高
め
る
教
育
が
適
切
で
あ
る
か
。

13
 
接
客
力
を
身
に
つ
け
る
教
育
を
行
っ
て
い
る
か
ロ
(
販
売
職
)
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
な
ど
接
客
に
必
要
な
知
識
、
実
技
お
よ
シ
フ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
フ
ム

び
接
客
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
教
育
が
適
切
で
あ
る
か
。

14
 
V
M
D
に
関
す
る
教
育
を
行
っ
て
い
る
か
。
(
販
売
職
)
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
シ
ョ
ー
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
つ
い
シ
ラ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

て
学
ぶ
教
育
が
適
切
で
あ
る
か
。

15
 
商
品
管
理
に
関
す
る
教
育
を
行
っ
て
い
る
か
。
(
販
売
職
)
商
品
の
取
り
扱
い
や
シ
ョ
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
学
シ
フ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
フ
ム

ぶ
教
育
が
適
切
で
あ
る
か
。

16
 
庖
頭
情
報
収
集
に
関
す
る
教
育
を
行
っ
て
い
る
か
。
(
販
売
同
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
競
合
ブ
、
フ
ン
ド
な
ど
の
市
場
情
報
に
つ
シ
フ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
フ
ム

職
)

い
て
学
ぶ
教
育
が
適
切
で
あ
る
か
。

17
 
庖
舗
計
数
管
理
に
関
す
る
教
育
を
行
っ
て
い
る
か
。
(
販
売
販
売
計
画
を
立
案
す
る
教
育
が
適
切
で
あ
る
か
。

シ
フ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
フ
ム

職
)

18
 
ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
教
育
を
行
っ
て
い
る
か
。
ブ
ラ
ン
ド
の
企
画
か
ら
生
産
、
販
売
、
広
報
ま
で
ブ
ラ
ン
ド
シ
ラ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

(
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
職
)

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
総
合
的
な
教
育
が
適
切
で
あ
る

カミ。

19
 
応
頭
情
報
収
集
に
関
す
る
教
育
を
行
っ
て
い
る
か
。
(
ピ
ジ
ネ
社
会
情
勢
、
流
行
な
ど
時
代
を
読
み
、
ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ジ
メ
シ
ラ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

ス
総
合
職
)

ン
ト
に
活
か
す
教
育
が
適
切
で
あ
る
か
。

2
0
 
応
用
的
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
関
す
る
教
育
を
行
っ
て
い
る
か
。
ス
タ
イ
リ
ス
ト
と
し
て
必
要
な
専
門
的
色
彩
、
ア
イ
テ
ム
、
シ
フ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
フ
ム

(
ス
タ
イ
リ
ス
ト
職
)

小
物
等
に
つ
い
て
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
つ
い
て
学
ぶ
教
育

が
適
切
で
あ
る
か
。
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産
学
連
携
に
よ
る
リ
ア
ル
な
実
践
教
育
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
に
お
け
る
職
業
実
践
専
門
課
程
第
三
者
評
価
点
検
評
価
項
目

21
 
広
汎
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
に
関
す
る
教
育
を
行
っ
て
い
る
音
楽
、
食
、
そ
の
他
広
義
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
ぶ

台、。
(
ス
タ
イ
リ
ス
ト
職
)

教
育
が
適
切
で
あ
る
か
。

3
-
8
.
特
色
あ
る
教
育

1
 学
校
独
自
の
特
色
あ
る
教
育
を
行
っ
て
い
る
か
。

教
育
理
念
に
基
づ
い
た
特
色
あ
る
授
業
が
実
施
さ
れ
、
そ
の

教
育
が
適
切
で
あ
る
か
。

3
-
9
.
教
育
設
備

1
 学
生
が
身
に
つ
け
る
べ
き
能
力
を
想
定
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
C
G
、
C
A
D
等
の
デ
ザ
イ
ン
、
技
術
関
連
機
器
を
整
備
し

連
設
備
を
備
え
て
い
る
か
。

て
い
る
か
。

シ
ラ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

シ
フ
パ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
フ
ム

備
品
台
帳



N
>
 
...... 

産
学
連
携
に
よ
る
リ
ア
ル
な
実
践
教
育
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
に
お
け
る
職
業
実
践
専
門
課
程
第
三
者
評
価
点
検
評
価
項
目

4
.
学
習
成
果

4
-
1
.
就
職
・
就
職
率

小
項
目

評
価
の
視
点

1
 就
職
内
定
率
は
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
か
。

企
業
説
明
会
、
個
別
指
導
等
を
行
っ
て
い
る
か
。
就
職
資
料

室
の
設
置
を
し
て
い
る
か
。

2
 
科
の
目
的
に
沿
っ
た
企
業
へ
就
職
し
て
い
る
か
。

学
科
ご
と
の
内
定
企
業
、
職
種
を
明
不
し
た
資
料
を
整
え
て

い
る
か
。

3
 科
の
目
的
に
沿
っ
た
職
種
に
就
職
し
て
い
る
か
。

学
科
別
の
内
定
者
リ
ス
ト
に
お
い
て
職
種
を
明
示
し
た
資
料

を
整
え
て
い
る
か
。

4
 
継
続
し
た
求
人
を
得
て
い
る
か
。
(
景
気
変
動
等
の
要
素
を
除
年
間
求
人
票
を
就
職
別
に
適
切
に
保
管
し
て
い
る
か
。

く
)

4
-
2
.
資
格
・
資
格
取
得
率

1
 科
の
目
標
、
カ
リ
キ
ュ
フ
ム
に
相
応
し
い
検
定
試
験
に
取
り
組
職
種
に
応
じ
た
検
定
、
級
を
目
標
と
し
て
定
め
、
取
り
組
ん

ん
で
い
る
か
。

で
い
る
か
。

4
-
3
.
成
績
評
価
・
単
位
認
定
等

1
 
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
教
育
に
不
可
欠
な
感
性
に
つ
い
て
評
価
基
準
を
感
性
を
養
う
為
の
教
育
を
ど
の
よ
う
な
方
法
、
評
価
基
準
で

定
め
て
い
る
か
。

行
っ
て
い
る
か
。

4
-
4
.
学
習
成
果

1
 学
生
が
無
理
な
く
、
意
欲
を
も
っ
て
単
位
を
取
得
で
き
る
配
慮
出
席
管
理
、
進
捗
状
況
を
担
任
が
把
握
し
、
事
務
部
門
と
状

が
で
き
て
い
る
か
。

況
を
共
有
し
て
い
る
か
。

2
 授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
意
見
を
反
映
し
て
い
る
か
。
学
生
評
価
が
デ
ー
タ
化
さ
れ
、
担
当
教
員
も
把
握
し
て
い
る

か
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
反
映
し
て
い
る
か
。

4
-
5
.
卒
業
生
社
会
的
評
価

1
 卒
業
生
の
社
会
的
評
価
を
把
握
し
て
い
る
か
。

企
業
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
卒
業
生
の
評
価
を
把
握
す

る
体
制
が
整
っ
て
い
る
か
。

根
拠
と
な
る
資
料
(
エ
ピ
デ
ン
ス
)

就
職
一
覧
、
年
間
行
事
予
定
表

学
科
概
要
、
就
職
一
覧
、
就
職
者
実
数

学
科
概
要
、
就
職
一
覧
、
就
職
者
実
数

年
度
別
求
人
票
一
覧

学
科
概
要
、
学
校
運
営
計
画
の
中
で
の
目
標
値
の

設
定
、
検
定
一
覧
、
合
否
一
覧
、
全
国
合
格
率

教
務
規
則
、
評
価
基
準
書
、
成
績
判
定
会
議
、
卒

業
・
進
級
判
定
会
議

年
間
行
事
予
定
表

学
生
満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト

学
生
採
用
ア
ン
ケ
ー
ト
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 産
学
連
携
に
よ
る
リ
ア
ル
な
実
践
教
育
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
に
お
け
る
職
業
実
践
専
門
課
程
第
三
者
評
価
点
検
評
価
項
目

5.
教
員
の
質
の
保
証

5
-
1
.
教
員
・
教
員
組
織

1
 科
目
の
目
的
に
沿
っ
た
、
知
見
、
感
性
、
技
術
を
持
っ
た
人
材
ア
パ
レ
ル
業
界
全
般
の
知
識
か
ら
、
専
門
分
野
で
必
要
な
ス

を
確
保
し
て
い
る
か
。

キ
ル
ま
で
兼
ね
備
え
た
人
材
を
登
用
し
て
い
る
か
。

2
 
専
任
、
非
常
勤
の
人
数
お
よ
び
担
当
科
目
が
明
確
で
あ
る
か
。
専
門
外
の
講
座
を
担
当
す
る
等
の
教
育
の
質
を
低
下
さ
せ
る

授
業
編
成
が
な
い
か
。

3
 教
員
の
組
織
体
制
を
整
備
し
て
い
る
か
。

主
と
し
て
科
、
科
目
聞
の
連
携
が
確
保
で
き
る
組
織
で
あ
る

カ瓦。

5
-
2
.
教
員
評
価

1
 学
生
に
充
分
理
解
の
で
き
る
授
業
で
あ
っ
た
か
。

段
階
的
、
効
率
的
成
果
の
挙
が
る
授
業
カ
リ
キ
ュ
フ
ム
を
設

定
し
て
い
る
か
。

2
 
学
生
の
相
談
に
し
っ
か
り
と
対
応
で
き
た
か
。

円
滑
な
学
生
生
活
へ
の
助
百
を
し
て
い
る
か
。

5
-
3
.
教
員
研
修

1
 研
修
目
的
を
明
確
に
定
め
て
い
る
か
。

教
授
力
の
向
上
、
専
門
性
の
追
求
等
、
目
的
を
明
確
化
し
て

い
る
か
。

2
 
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
連
企
業
等
と
連
携
し
た
専
門
的
な
研
修
を
実
企
業
等
と
連
携
し
、
組
織
的
な
研
修
を
行
っ
て
い
る
か
。

施
し
て
い
る
か
。

3
 研
修
形
態
(
頻
度
、
期
問
、
人
数
な
e
:
.
)
が
適
切
で
あ
る
か
。
受
動
的
研
修
が
主
に
な
っ
て
い
な
い
か
。
ま
た
研
修
内
容
や

形
態
が
適
切
で
あ
る
か
。

教
職
員
履
歴
書
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

教
職
員
履
歴
書
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

校
務
分
掌
、
法
人
組
織
図

学
生
満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
、
学
生
授
業
評
価

学
生
満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
、
学
生
授
業
評
価
、
人

事
考
課
表

教
員
研
修
規
定

教
員
研
修
規
定
、
教
員
研
修
計
画
、
研
修
報
告

教
員
研
修
規
定
、
教
員
研
修
計
画
、
研
修
報
告
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産
学
連
携
に
よ
る
リ
ア
ル
な
実
践
教
育
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
に
お
け
る
職
業
実
践
専
門
課
程
第
三
者
評
価
点
検
評
価
項
目

6.
学
生
支
援

6
-
1
.
就
職

1
 フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
連
企
業
か
ら
の
求
人
を
開
拓
し
、
適
切
な
就
新
規
求
人
企
業
の
数
及
び
職
種
の
明
示
。
学
生
へ
の
公
開
方

職
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
る
か
。

法
が
適
切
で
あ
る
か
。

2
 
学
生
数
に
応
じ
た
求
人
数
や
職
種
が
確
保
し
て
い
る
か
。

学
科
の
目
標
と
す
る
職
種
、
学
生
数
に
対
し
て
適
切
な
数
、

質
の
求
人
資
料
を
提
示
し
て
い
る
か
。

3
 求
人
を
適
切
に
学
生
へ
公
開
し
、
応
募
を
促
し
て
い
る
か
。
公
開
方
法
が
明
確
か
、
広
く
学
生
に
浸
透
し
、
内
定
の
成
果

を
あ
げ
て
い
る
か
。

4
 
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
フ
ー
、
就
職
資
料
な
ど
各
校
の
理
念
に
基
常
設
の
施
設
、
授
業
を
含
む
、
講
座
や
相
談
窓
口
を
設
置
し

づ
く
キ
ャ
リ
ア
教
育
施
設
が
整
備
し
て
い
る
か
。

て
い
る
か
。

6
-
2
.
中
途
退
学
へ
の
対
応

1
 職
業
実
践
専
門
課
程
の
質
を
維
持
し
な
が
ら
、
退
学
者
を
低
減
定
期
的
な
学
生
指
導
、
相
談
窓
口
の
設
置
を
し
て
い
る
か
。

す
る
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
。

2
 
退
学
者
低
減
へ
の
取
り
組
み
は
効
果
を
挙
げ
て
い
る
か
。

年
度
毎
に
休
・
退
学
者
を
公
開
し
て
い
る
か
。

6
-
3
.
学
生
相
談

1
 学
生
相
談
に
関
す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
か
。

窓
口
は
常
設
で
あ
る
か
。
ま
た
専
門
の
職
員
は
配
置
し
て
い

る
か
。

6
-
4
.
学
生
生
活

1
 学
生
の
経
済
的
側
面
に
対
す
る
支
援
体
制
を
整
備
し
て
い
る
学
校
独
自
の
奨
学
金
制
度
の
有
無
。
他
機
関
の
制
度
利
用
に

か。
つ
い
て
の
窓
口
は
あ
る
か
。

2
 
学
生
の
健
康
管
理
を
行
う
体
制
を
整
備
し
て
い
る
か
。

年
度
毎
に
行
う
学
校
設
置
基
準
に
沿
っ
た
健
康
診
断
を
行
っ

て
い
る
か
。

求
人
一
覧
、
企
業
訪
問
報
告
書

求
人
一
覧

求
人
一
覧
、
企
業
訪
問
報
告
書

就
職
相
談
室
の
設
置
の
有
無

退
学
率
の
公
表

退
学
率
の
公
表

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
等
の
設
置
の
有
無

装
学
金
制
度
の
有
無

保
健
室
の
有
無
、
健
康
診
断
実
施
報
告
書
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学
連
携
に
よ
る
リ
ア
ル
な
実
践
教
育
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
に
お
け
る
職
業
実
践
専
門
課
程
第
三
者
評
価
点
検
評
価
項
目

3
 学
生
寮
の
設
置
な
ど
の
生
活
環
境
支
援
体
制
を
整
備
し
て
い
る
学
校
が
寮
を
運
営
、
も
し
く
は
外
部
斡
旋
機
関
を
利
用
で
き

台、。
る
体
制
が
整
っ
て
い
る
か
。

4
 
課
外
活
動
に
対
す
る
支
援
体
制
を
整
備
し
て
い
る
か
。

サ
ー
ク
ル
等
が
あ
る
か
、
ま
た
活
動
費
を
確
保
し
て
い
る

カミ。

5
 留
学
生
に
対
す
る
支
援
体
制
を
整
備
し
て
い
る
か
。

留
学
生
の
学
習
、
生
活
全
般
に
つ
い
て
支
援
す
る
体
制
が

整
っ
て
い
る
か
。

6
-
5
.
保
護
者
と
の
連
携

1
 保
護
者
と
の
連
携
体
制
を
整
備
し
て
い
る
か
。

時
期
を
設
定
し
、
書
面
で
近
況
を
知
ら
せ
る
体
制
が
整
っ
て

し、
るカ
当。

6
-
6
.
卒
業
生
・
社
会
人

1
 
卒
業
生
へ
の
支
援
体
制
を
整
備
し
て
い
る
か
。

同
窓
会
組
織
が
あ
る
か
、
学
内
の
施
設
等
を
提
供
で
き
る
体

制
は
整
っ
て
い
る
か
。

学
生
寮
設
置
の
有
無

ク
フ
プ
活
動
の
有
無
、
傷
害
保
険
加
入
の
有
無

留
学
生
相
談
室
等
の
有
無

保
護
者
会
等
の
設
置
の
有
無

同
窓
会
組
織
等
の
設
置
の
有
無
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産
学
連
携
に
よ
る
リ
ア
ル
な
実
践
教
育
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
に
お
け
る
職
業
実
践
専
門
課
程
第
三
者
評
価
点
検
評
価
項
目

7.
教
育
環
境

7
-
1
.
防
災
・
安
全
管
理

1
 防
災
に
対
す
る
組
織
体
制
を
整
備
し
、
適
切
に
運
用
し
て
い
る
設
備
は
万
全
で
あ
る
か
。
防
災
訓
練
の
実
施
。
責
任
者
の
有
防
火
管
理
維
持
台
帳
、
消
防
計
画
書

か。
無。

2
 
学
内
に
お
け
る
安
全
管
理
体
制
を
整
備
し
、
適
切
に
運
用
し
て
定
期
的
に
外
部
で
の
防
災
管
理
者
講
習
会
が
行
わ
れ
、
防
災
防
火
管
理
維
持
台
帳
、
消
防
計
画
書

い
る
か
。

管
理
者
が
参
加
し
て
い
る
か
。
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 産
学
連
携
に
よ
る
リ
ア
ル
な
実
践
教
育
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
に
お
け
る
職
業
実
践
専
門
課
程
第
三
者
評
価
点
検
評
価
項
目

8.
内
部
質
保
証

8
-
1
.
関
係
法
令

1
 法
令
や
専
修
学
校
設
置
基
準
等
を
遵
守
し
、
適
正
な
学
校
運
営
学
内
自
己
評
価
点
検
表
を
作
成
す
る
際
、
遵
守
し
て
い
る

を
行
っ
て
い
る
か
。

力、。

8
-
2
.
個
人
情
報

1
 学
校
が
保
有
す
る
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
対
策
を
実
施
し
て
個
人
情
報
は
外
部
に
漏
洩
さ
れ
な
い
よ
う
厳
重
に
保
管
さ

い
る
か
。

れ
、
維
持
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
か
。

8
-
3
.
学
校
評
価

1
 
自
己
評
価
の
実
施
体
制
を
整
備
し
、
評
価
を
公
正
に
行
っ
て
い
自
己
評
価
の
実
施
方
法
・
時
期
・
回
数
を
適
切
に
し
て
い
る

るカ
泊。

カ=。

2
 
自
己
評
価
結
果
を
公
表
し
て
い
る
か
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
表
は
行
っ
て
い
る
か
。

3
 学
校
関
係
者
評
価
委
員
の
構
成
が
客
観
的
な
評
価
を
で
き
る
構
構
成
員
に
偏
り
は
な
い
か
。
内
容
は
適
正
に
行
っ
て
い
る

成
で
あ
る
か
。

台、。

4
 
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
分
野
の
評
価
を
前
提
と
し
た
企
業
、
団
体
に
委
企
業
名
、
部
署
名
を
明
示
、
構
成
員
の
バ
ラ
ン
ス
は
良
い

員
を
委
嘱
し
て
い
る
か
。

カ玉。

5
 
自
己
点
検
・
評
価
と
学
校
関
係
者
評
価
に
事
離
は
な
い
か
。
学
校
関
係
者
評
価
の
意
見
等
を
自
己
評
価
、
点
検
に
反
映
し

て
い
る
か
。

6
 
自
己
点
検
・
評
価
と
学
校
関
係
者
評
価
の
向
上
に
努
め
て
い
る
自
己
点
検
・
評
価
及
び
学
校
関
係
者
評
価
の
効
果
を
具
体
的

か。
に
明
示
し
て
い
る
か
。

7
 
自
己
点
検
・
評
価
及
び
学
校
関
係
者
評
価
を
公
表
し
て
い
る
H
Pや
学
内
閲
覧
用
冊
子
な
ど
に
記
載
し
、
幅
広
く
周
知
し
て

か。
い
る
か
。

8
-
4
.
情
報
公
開

1
 教
育
情
報
に
関
す
る
情
報
公
開
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
か
。
H
Pや
学
内
閲
覧
用
冊
子
な
ど
に
記
載
し
、
幅
広
く
周
知
し
て

い
る
か
。

理
事
会
議
事
録
、
職
員
会
議
議
事
録

個
人
情
報
保
護
規
定

自
己
点
検
及
び
評
価
等
実
施
委
員
会
規
定
、
自
己

点
検
及
び
評
価
等
実
施
委
員
会
議
事
録

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
公
表
の
有
無

学
校
関
係
者
評
価
委
員
会
規
則
、
学
校
関
係
者
評

価
委
員
会
名
簿

学
校
関
係
者
評
価
委
員
会
規
則
、
学
校
関
係
者
評

価
委
員
会
名
簿

学
校
関
係
者
評
価
委
員
会
規
則
、
学
校
関
係
者
評

価
委
員
会
議
事
録

学
校
関
係
者
評
価
委
員
会
規
則
、
学
校
関
係
者
評

価
委
員
会
議
事
録

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
公
表
の
有
無

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
公
表
の
有
無
、
職
業
実
践

専
門
課
程
申
請
書
類
様
式
4
(
財
務
諸
表
一
式
、

就
職
率
、
退
学
率
)



第三者評価の試行について

平成26年度においては、合同委員会、分科会で検討を重ねファッション分野

に特化した第三者評価の評価基準を構築してきた。次の段階としてはこの評価

基準をもとに実際に第三者評価を実施していく。(表-1) 

初めに、ファッション分野に特化した第三者評価を実施する評価機構を立ち

上げなければならない。その評価機構は、これまで専門学校の評価を行ってき

た「私立専門学校等評価研究機構」に委ねるか、あるいはファッション分野の

関係団体等に依頼するか、またはまったく新しくファッション産業界や有識者、

ファッション系専門学校等の協力のもとに設置するのか、これについて早急に

検討し、決定する。

次に、この設置した評価機構を運営するための経費はどの程度かかるのかを

試算する。そして、その経費はどこが、あるいは誰が負担するのかも検討する

必要がある。

それから、今回構築した評価基準項目をたたき台にして第三者評価の実施要

項、いわゆる評価の視点の具体的説明を明記した小冊子等と、自己評価報告書

の共通フォーマットを作成する。その実施要項に基づき、評価受審校は自己評

価報告書を作成し提出する。

評価機構では、実際に評価を行う評価委員を選定し評価チームを立ち上げる。

評価委員についても、誰を選ぶかは慎重に行わなければならない。

そしてそのチームで、提出された自己評価報告書の書面調査を実施する。次

に、実際に評価受審校を訪問して実地調査を行う。評価受審校は、実施要項に

明記されているそれぞれの項目の根拠となる資料をすべてもれなく準備し、そ

の他評価委員との面談場所の確保、項目ごとに誰が回答していくのか等、調査

への遺漏のない対応をしていく。実地調査については、日数、費用等までも試

算していく。

書面調査、実地調査終了後、評価チームは調査結果を報告書にまとめ、評価

受審校に送付する。この調査報告書について、どのような形式(結果の記入方

法)で回答するのかも検討しなければならない。

最終的には、「認定(可)Jr改善を要するJr保留Jr不認可」等のいずれかの
判定になる。判定については、評価機構、評価受審校ともに評価結果は必ず公

表しなければならない。

以上のような一連の、第三者評価の具体的実施要領やスケジューノレ等が決定

した後、できるだけ早い機会に職業実践専門課程認定校を集め、オリエンテー

ションを開催する。もちろん文部科学省の参加も依頼する。必要であれば、全

国各地域での説明会を実施する。そして第三者評価への参加を促し、実施して
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いく.

この第三者評価終了後、結果の分析並びに評価基準の見直しを行い、新たな

基準項目等を設定する.この評価を実施寸ることにより、客観的で公正な評価

結果を得ることができ、これを学校運営、教育活動の改善に有効に活かしてい

きたい.

表-1

時期 評価受審校

コII 評価婚制

実施要項に基づき

自己評価報告書作成 ・提出

9J1 

1 OJl 

1 2J1 

実地調査への対応

lJl 

2J1 

3J1 回 国

i 
評価結果の公表
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評価機構

実施要項の作成

判定委員による(第3者評価委員}
調査報告書原案の審査

異議申し立ての審査
評価報告書の確定 ・通知
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